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第８回栄村復興推進委員会 

 

 

日 時：平成27年６月15日（月） 

午前10時00分から 

場 所：栄村役場議場 

 

１ 開  会 

 

＜総務課長＞ 

お願いしてありました時間、若干過ぎて申し訳ございません。これより第８回の栄村復

興推進委員会を開会いたします。最初に島田村長からごあいさつ申し上げます。 

 

２ 村長あいさつ 

 

＜島田村長＞ 

おはようございます。何かとお忙しい中、委員さんには集まっていただき、ありがとう

ございます。今日は、議題のとおり、森宮野原駅前の複合施設の建設についてということ

であります。これについては、ご存じのように、平成26年度の繰越事業ということであり

まして、もう６月半ばですので、入札とか、そういうところに入らないとならない時期で

す。３月31日までにはどうしても終わらせなければなりませんので、よろしくお願いした

いと思います。 

森林組合さんがここへ入ることはいいんですが、あとの観光的なことについて、今、商

工観光課、それから振興公社、栄村秋山郷観光協会、それぞれあるんですが、その辺をど

ういうふうに持っていくかというようなことがまだはっきりしてないので、今日はそうい

うことを委員さんからもいろいろとお出しをいただいて、検討をしていきたいというふう

に思っていますので、よろしくお願いします。予算的には２億弱でありますのでよろしく

お願いしたいと思います。 

 

３ 委員長あいさつ 

 

＜総務課長＞ 

では、相澤委員長さんからごあいさつと、あわせて議事の進行をお願いいたします。 

 

＜相澤委員長＞ 

皆さん、おはようございます。今日、またお忙しい中でございますが、復興推進委員会

ということでご苦労さまでございます。実は、昨日、秋山小学校の最後の運動会がありま

して、最後になるかどうかわかりませんが、地域づくり協力隊の皆さんが、いろいろなお

客さんを連れてきて、天気もよくかなりにぎやかにできました。今までと違って、いわゆ

る外部からの支援があると、またいろいろなことが活性化していくのかというふうに思い
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ます。森宮野原駅もいろいろこれから拠点ができるわけですが、その拠点をどうやって活

用していくか、それと外からの力をどういうふうに使っていくかということが大変重要に

なりますので、また皆様から忌憚ないご意見をいただいて委員会を進めたいと思います。

どうぞよろしくお願いいたします。 

 

４ 議  事 

 

１）森宮野原駅前複合施設建設について 

 

＜相澤委員長＞ 

それでは議事に入ります。森宮野原駅前複合施設建設についてということで、まずは説

明のほうからお願いいたします。 

 

＜産業建設課長＞ 

ご苦労さまでございます。今しがた委員長さんからもお話がありましたが、昨日、村で

は、「山菜まつり」ということで開催をさせていただきました。おかげさまで天候もよくて、

来場の方々、途切れなく、大きな団体等もございましたけれども、午前中、ほぼ目いっぱ

い販売をするという状況になりました。村内の農家の方々もそれぞれさまざまな産品を出

品していただきました。大盛況に終わることができました。これらを見る中で、駅前にこ

ういった施設等が完成することによって、そちらへ人を誘導するというイベントも計画す

ることによって、現在、検討している施設も、かなりそういった部分では、一過性ではな

いかもしれませんけれども、お客をかなり誘導して、地域振興も可能ではないかなという

ふうに感じたところでございます。 

本日は、前回、５月12日に委員会を開催させていただきまして、アウトライン的なとこ

ろをお示しする中で、さまざまなご意見をいただきました。その後、５月18日に設計等に

ついて、再度、検討をいたしまして、庁内の、全体的にレイアウトを見直すというような

ことで、２回ほど打ち合わせをし、本日、ここに平面図ということで提出をさせていただ

きました。 

今回、規模的なものも含めて、レイアウトを検討する中で、面積を可能な限り縮小、事

業量を節減をしようということで、結果として、500平米ちょっと切るぐらいまで縮小をい

たしました。建築基準法等々の中でも、一つ、500平米というのが基準になりまして、これ

を超えることによってさまざまな手続がまた必要になると。この関係でも約１カ月くらい

手続が必要ということもあって、500平米をなるべく超えない範囲でできないかというこ

とで、レイアウトを検討した結果が今日お示ししたレイアウトでございます。 

先ほど村長からも申したように、全体的な施設の機能については、変わりはございませ

ん。前回、お話もありました管理運営という部分で、観光案内的な情報発信基地の機能を

担う中で、いろいろ、どういうふうに位置づけて運営していくかという部分で、本日、皆

さん方、委員さん方からもアドバイスを受けながら、その辺の肉づけを明確にしていきた

いということでお集まりをいただきました。 

今、細かなレイアウト等については、図面を見ていただければおわかりかと思います。



 - 3 - 

１階部分につきましては、右のほうから観光情報発信という部分で、震災の展示スペース、

観光案内スペース等を設けました。そこのすぐ隣で観光案内を実施する事務所的なスペー

ス。そして指摘がございましたトイレ等につきましては、一般の方々、身障者も含めて使

いやすい位置関係、また職員もあわせて共同利用できる形でどうかということで、セッテ

ィングを考えてみました。さらに一番左側、子育て支援施設につきましては、従来から進

めましたが、単独スペースということで、いずれも施錠によって管理が単独でできるよう

にというレイアウト、下段に施錠の間取りをとっているという状況であります。 

２階部分につきましては、木材・林産物の展示、就労の相談、またこれらを担っていた

だく森林組合の事務所的な機能ということで、それらをメインに位置づけております。会

議室につきましては、１階・２階ともに、共有的に使えるようにということで、１部屋の

み設けてございます。こういった中で、全体的な面積もクリアし、また吹き抜けという部

分で、２階部分については建物建設を可能な限り縮小して、有効活用したいという面があ

ります。 

雑駁な説明でありますけれども、管理運営的な部分について、委員の皆さんのご意見を

お聞かせいただければということでございます。現在、村のほうでは、観光案内的な部分

では、商工観光課、また観光協会、それから地域創生絡み、ジオパーク絡みの中での専門

的なガイド、こういった方々を養成しながら、そういった方々が誘導できるスペースを確

保し、それらが管理運営、直営的に管理運営できる方向を進めていきたいというふうに考

えているところでありますが、皆さん方のご意見をぜひよろしくお願いしたいということ

でございます。 

 

＜総務課長＞ 

続いて、観光情報発信、震災展示の関係でございますけれども、前回の委員会でもご説

明をさせていただきましたが、ここへ直接お客さんを招き入れるということは、大変難し

いかというふうに考えておりまして、まず道の駅へお客さんが来ますので、道の駅の２階

へ展示をする中で、そこからこの施設へお客さんを誘導するという流れの中で、展示設計

をしていこうというふうに、今、考えております。その打ち合わせをもっと早くというふ

うに思っておったんですが、なかなか業者さんが見つからなかったとかいたしまして、よ

うやく決まりましたので、明日、その関係で打ち合わせをしながら、中越の地震の関係、

長岡・小千谷・川口・山古志というふうに４カ所あるんですけれども、そういったものも

参考にしながら、これから案を詰めていくというふうに、今、準備をしているところでご

ざいます。以上でございます。 

 

＜相澤委員長＞ 

説明は以上でよろしいですか。 

 

＜総務課長＞ 

産業建設課長さんのほうからもお話がございましたように、ここの管理につきましては、

全体的な管理につきましては、この観光案内ということで、８時間・365日対応するという

ところが栄村にはないので、そういったところを今回設けて、この施設の管理と、それか
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ら観光の案内というふうにしていこうということで、今、事務局段階では考えております。

栄村の観光部門につきましては、行政の観光、それから観光協会、それから法人の振興公

社という３者がそれぞれの目的を持って観光に携わっているという状況にあるわけでござ

いまして、ここのところに入って、そういった観光案内をしながら、この施設の管理をお

願いをするというところについては、観光行政のあり方そのものにもかかわってくる話で

あろうかというふうに思っております。観光につきましては、３億円を費やしました生涯

現役の事業もこの秋には終結するということの中で、今後の観光のあり方等も問われてい

る状況にございます。 

さらに先ほど産業建設課長さんのほうから話がありましたように、27年度においては、

村としては、人口ビジョン・地方再生の計画に取りかかってまいります。その中で、人口

はいよいよ2,000人を切って1,000人台に入るというような村の状況であるわけですが。そ

の中で、交流人口、いわゆる観光の位置づけというのは、前にも増して大きくなってくる

というふうに思っております。そういった意味合いも含めまして、観光のあり方というの

は、今後の村において大きな位置づけを占めるというふうに思っておりますので、この点

についても、本委員会でご議論をいただく中でアドバイスをいただければというふうに思

っているところでございます。以上でございます。 

 

＜相澤委員長＞ 

ご苦労さまでした。それでは、ご説明をいただきましたので、その説明に対して皆さん

のご意見をお願いしたいと思います。いかがでしょうか。 

 

＜安藤委員＞ 

進めていく前に、参考までにちょっとお聞きしたいことがあるんですけど。かつて、前

倒しでこういう計画をここで立てていたわけですけれども。借り主の２者と、12月19日で

したかね、この隣の部屋か何かで会議をしたわけなんですが。そのときに、前の計画では

全くだめだと。というのは、土地を貸せる、貸さないの問題じゃなくて、まちづくりがで

きないということで、それは蹴飛ばされたという、だめだというふうになったときに、そ

れでは自分たちで、今度、会をつくって、まちづくりのその方針を立てるというふうに言

ったのが、田舎工房の石沢一男氏、それから島田幸吉氏、事務局長にというんですかね、

その石坂さんが入ったと思うんですけれども。その辺の経過というのは、２、３カ月後に

はある程度プランをつくって出すということを言ったと思うんですけれども。その経過に

ついては、何か聞いているんですか、それともどういうふうになっているか、ちょっと聞

きたいです。 

 

＜相澤委員長＞ 

まちづくり委員会についてということですね。 

 

＜安藤委員＞ 

委員会というんじゃなくて、まちづくり、うちらが考えるこの程度ではだめだよと、ま

ちづくりにならないから、もっと規模をでかくした中で、自分たちでもこれから考えてい
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くという、こういうふうに言ったわけです。その結果も何も聞いてない中で、こういう話

がここで進んでいっているんですけれども。そのためにその土地は貸せないとこう言った

んでしょうが。目的は、土地を貸せる、貸さないじゃなくて、もっと大きいプランがある

んだと、そういうふうに言ったんです。そのために貸せないと。その話はどうなっている

んですかと。 

 

＜相澤委員長＞ 

その話はお聞きでございましょうか。 

 

＜安藤委員＞ 

観光課長さんが同じ席に出ているわけですよね。 

 

＜商工観光課長＞ 

私が今言った３者の会議に出たということはないんですけれども。というのは、行政の

立場とすれば、そのプラン、案ですね。そういったものを、行政サイドじゃなくて、今言

ったようにかなり大がかりな、家を動かしたりとかですね、駅前をロータリー化するとか

ですね、いろいろな、そんなようなお話があったと思うんですけれども。それ、何回か、

おそらく会議をやったことは知っています。また集まるという話はありましたので。ただ、

その後、全く立ち消えになっているというか、プランが示されたとか、こういうふうにま

とまったとか、そういったことが、例えば私あてにお話があったとか、そういうことは一

切ありませんで。今言ったように、そのプランも行政抜きでみたいな話ですけれども、そ

ういった中で進めてきてやってきたのは事実なんですけれども、今言ったように、その結

果がどうなったかというのがなかったというのが、最終的にですね。私が存じているのは

そこまでです。 

 

＜安藤委員＞ 

私たち、その前の形でいろいろかかわったわけですよね、会議にね。これでどうだとい

うところまで一応話が進んだのに、この程度じゃだめだといって言ったわけなんで。あの

土地を、今で言えば嫌がらせみたいなものですよね、逆に言えば。その土地だけあそこに

残っていても、例えば絵手紙に使うにしても、自分たちでは、あの程度の土地のあれでは

だめだ、もっと広げなきゃだめだと言っていた。あわせて、まちづくりのためにそのくら

いの規模でやりたいんだという話をしていたわけなんで。今になってみれば、あの土地、

空っぽのままで行っちゃいそうなんです。場所的にも、本当にここの、私たちはこの場所

ではだめだといって言ってあるんですよ。だからあの場所だといって、それで今度の話を

進めてきたわけです。そっちが話がどうなったかもよくわからないというのでは。 

 

＜相澤委員長＞ 

基本的な流れは、その土地を、最初、第１案で出たものは、借り主といいますか、その

方が否定をされて、結局、今、第２の案の土地へ移ったと。 
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＜安藤委員＞ 

その間に、自分たちが２カ月、３カ月以内にプランを出すって言ったわけなんですね。

森林組合長さん、言ったでしょう。 

 

＜相澤委員長＞ 

組合長さん、そのときの何かあれば。 

 

＜桑原委員＞ 

お話の招集の連絡がありまして、出席したんですが。安藤委員さんがおっしゃいました

ように、このような計画では全然だめだというので、確か２月末までに出すという話をし

て、暮れに早々にやったようで、もう時間がないので、確か２月末までに出していただく

ことに決まったと思います。 

 

＜相澤委員長＞ 

その集まりでは、基本的に駅前の、これからの問題のプランを、計画を立ててお示しす

るから、これについては待てということなんですか。いいと言っているんですか、これ、

よくわからないんだけれども。 

 

＜産業振興係長＞ 

委員長さん、私からちょっと説明させていただいてよろしいでしょうか。 

 

＜相澤委員長 

では係長、どうぞ。 

 

＜産業振興係長＞ 

今、安藤委員さんからお話がありました件について、私もその打合せのときに、石沢さ

んから、そういったことで新しいプランでやりたいということでお話を伺いました。その

ときに申し上げましたのは、こちらもこういったことで繰越予算の部分がございますので、

整備事業については早急に結論を出して進めたいという話で。あのときに、３月、早けれ

ば２月、遅くても３月には、そういった構想をまとめていただいて、そして森のこの地域

の皆さん方の同意を得た中で、村に要請をしてほしいというようなことをお願いしました。 

ただ、その後、経過はどうですかというお話を伺っていたんですが、２回ほど、石沢さ

んと島田幸吉さん、そして石坂さん、そして３月５日には森宮交通の社長さんともお話を

されたみたいで、２回ほどしたというようなお話は聞いているんですが。その後、何も、

ばったり話がなくて、それで心配になりまして、いかがでしょうかということで、会うと

きにちょっとお話はさせていただきましたが、計画はできなかったと。それで、その後、

３月６日に、田舎工房の事務室で、私、石沢さんとちょっとお話をさせていただいて、や

はり計画はまだできてないけど反対だということで。それから３月24日に絵手紙の島田幸

吉さんが役場にお越しいただきまして、このとき村長さんもいらしゃったと思うんですが、

やはり反対だという意思を明確に示されました。 
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その後、４月15日に、その石沢氏と島田氏、両名、村長室のほうで、この日、ちょっと

村長さん不在だったんですが、副村長さんが対応されましたが、明快に、まだ計画はでき

てないが、私ども両名は、借地人として、この建設整備事業に対しては反対だということ

で、その意思を確認しましたので、それで、今回、ＪＲの取得した用地に建設整備を進め

るということで、村のほうで粛々と進めてきたというような流れでございます。経過につ

いては以上です。 

 

＜相澤委員長＞ 

安藤さん、どうでしょう。 

 

＜安藤委員＞ 

やっとわかりましたよね、経過は。私たちもあれから後は、話は全然聞いてないもので

すから。あの土地を、今言ったように有効に使うとすれば、話をしちゃってもいいのかな

と思ったんですけれども、それもだめだと言うんですね。 

 

＜相澤委員長＞ 

結局、４月15日の反対の申し出を受けて、設置場所を変更したということですから、そ

れがこの位置ですので。事実上、それを戻すというのは、考えはないんですよね、もうね。

貸さないんだものね。 

 

＜産業振興係長＞ 

そのときに、４月15日に、どうしてもだめですかというようなお話をしたところ、借地

人２名として、その借地人が希望する、どういった形が希望なのか、その提示がないもの

ですから我々もわからないんですが。その代案を示して、そして借地人としてそれが受け

入れられるのであれば了解をするというようなことをおっしゃられたんですが。私ども、

代案を特に持っていませんでしたので、それで結局無理なのかなということで、新しい土

地に変更したという経過であります。 

 

＜安藤委員＞ 

わかりました。 

 

＜相澤委員長＞ 

位置のほうはこれで、村の考えもあるし、図面もできてきたということで、委員会とし

ては、これを受けて、掘り返すのも何だし、これで認めて、この運営について、どうして

いくのかなということの議論をいただきたい。冒頭に村長さんからもお話があったとおり、

その３つの団体、観光行政、観光協会、そして公社の、この三つ巴をどうしていくんだと

いう、そこの辺だと思うんですが。いろいろなことがあると思いますので、小さなことで

もいいですから、ご意見としてお出しいただければいいと思うんですが。鈴木さん、どう

ですか。どっちみちしゃべるんだから。 

 



 - 8 - 

＜鈴木委員＞ 

今、前段で土地問題がいろいろあって、私は基本的に、やっぱりこう地元の人たちの意

見を吸い上げてないで、予算があるということで計画を進めてきたところに、一つ、やっ

ぱり大きな問題があると思うんですよ。これからもこういう事業をやる上では、やっぱり

地元の人の意見をどう吸い上げるかっていうことをやって、計画を立案していくというこ

とが求められた教訓だというふうに、私は捉えてほしいと思うんです。例えばこの計画に

反対だと言っている人も、今の話を聞いたら、それも関係者３人とか４人だけでそのプラ

ンをつくると。森の商店街や森の人の、その人たちも意見を聞いてないわけですよ。ある

意味では極めて自分の主観的な考えで、反対だとか、嫌だとか、こういうふうな状況にな

っているんです。だからせっかく森地区にできるんだから、森のみんなの合意を得て、私

たちの施設なんだからみんなで大事にしようよと、こういうのができるんだから頑張って

いこうよという、私は機運がその地区に出ないと、ただ建物は建てました、誰がやってい

るのっていう感じになったらとても困るんで、その辺は、やっぱり今後のことも含めて、

検討してほしい。 

その一つとして、ママカフェの問題なんですが。私は、話は前に戻しませんが、この間、

その関係者にもいろいろ聞いていたんですが、ママカフェの目的が見えないんですよ。そ

れでママカフェが入ったそのいきさつを、当人たちやなんかに聞いたら、一番目的は、お

母ちゃんたちの、自分たちの、いろいろなうっ積したものが吐き出す場所がないと。だか

ら、そういう場がほしいというのが本音なんですね。だから、それを子育ての、例えばセ

ンターとして活用していくと、みんなが、例えばそこの子育ての経験や何かを学び合うと

か、つないでいくとか、そういう中身ではどうもないんですよ、要求した人たちに聞いて

ね。私はこれも、村が、今、子育て支援なんかいろいろ言われているんで、どういう維持

管理、運営をしていくか、この中身をね。ただ、ママカフェとして開放して、はい、母ち

ゃんたち来て勝手にしゃべってくださいっていう、ただそういう箱物なのか、将来の、子

ども、子育てにかかわった人たちがここで集まって、いろいろな経験、交流やなんかでき

る、そういう系統的な施設なのか。 

私はどうも心配なのは、現状でいうと、そういう、今、要求があってつくったけど、で

はこれが２年、３年続くかというと、ちょっと、なかなか展望が見えない場所になると。

だから、ここは、どう村がそういう子育ての、例えばセンターとしての位置づけをつくっ

ていくかと。そういう方針をちょっと決めないと、私はここもちょっと不安です。 

運営の点でいうと、事務局で職員が７名、観光協会３名、それから地域ガイド３名、こ

の大所帯は、役場の職員になるんですか。 

ガイド３人って、例えばこれもどういう身分、位置づけをするのかと。常時、例えば臨

時でも何にしても、そういう人を置いて対応するのか。もっと広く村の人たちをボランテ

ィアの人たちとしてやるのかね。この３人という身分も、どういうことで考えているのか

をちょっと聞かせてほしい。 

それから総務課長が言いましたが、観光行政にかかわる問題だというふうには思ってい

ます。ですから、どういう、村が観光行政をしていくのか。私は、常々、観光というのは、

観光だけお金をつぎ込んでも、あの３億円の事業を見てもわかるように、観光だけお金を

つぎ込んでもだめなんですよ、観光というのは。やっぱり村づくり、どういう村づくりを
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した中で、観光もプラスアルファなんですよ。観光が主軸じゃないんですよ。だからさっ

き交流人口が増えるみたいな勝手なことを言っていたけれども、自然には増えないんです

よ。栄村というのは、こういう独自の、こういういい村づくりをしているから、行ってみ

ようと。その中に自然や温泉やね、いろいろなものがあると、ジオパークにもなるんだと

いう、こういう関係でならないと、極めて観光だけ突出して、この間、ずっと考えられて

いるようだけれども、私は単純にそうはならない。そこの知恵をやっぱり出していかない

と、非常に、これができても、私は大変だろうというふうに思います。その辺、ちょっと

お聞かせください。 

 

＜相澤委員長＞ 

では鈴木さんの意見で、行政側で。 

 

＜商工観光課長＞ 

今、鈴木委員さんからご質問あったこの職員７名というのは、今、商工観光課では、ジ

オパークの職員２人を含めて、今現在、私を含めて９人おります。スキー場係が２人、ジ

オパークの係が２人、それから観光の係の職員が２人、そのほかに臨時職員が秋山支所と

スキー場に１人ずついますので、私を含めて、今現在、９人の方がいるわけです。 

それで観光協会というのは、３人ってここに掲げてありますけど、今現在、観光協会専

属の職員というのはおりませんで、兼務している職員が、今、お２人おります。ここで掲

げられている、職員７名というのは、冬場のスキー場が終了し次第、商工観光課はここの

駅前のスペースの中に場を移そうということで、夏場ですけれども、ここへ下りてきてや

ろうというふうな案であります。 

この観光協会の３人というのは、協会の専属の職員になるか、兼務になるかというのは、

まだこれからのことでありますけれども。秋山に１人、ここに２人という格好で、協会の

職員を置きたいという考えであります。いわゆる案内人であります。それから現地ガイド

３人という、これは現地ガイドというのは、観光も含めて、あるいはジオパークのサイト

の案内とかも含めてなんですけれども、ここを観光の案内の出発点にするわけで。この現

地ガイド３人という、身分というお話がありましたけれども、協会が雇って、あるいは村

が雇ってとか、そういうことではなくて、駅前に観光の民間会社もあるわけで、そういっ

た方々の、ツアーのガイドとか、そういった方の出発点という意味で、ここに現地のガイ

ドの人が常駐しているというスタイルではありません。当然、これからガイドをお願いし

ていく中では、いろいろな方が協力してくれるかと思いますけれども。特にこの数字は、

３人というのは、数字で確定しているとか、あるいは身分を保障しているとか、そういう

考え方ではなくて、当然、多くのガイドさんが集まる機会もあれば、その場において、こ

のガイドの数はいろいろ動くとは思いますけれども。少なくともこの寄り場は、この事務

所の中に必要だという、そういう意味でございます。 

 

＜鈴木委員＞ 

行政のほう、観光行政は、まだ特別、方向は考えられてない。それと、そうしたらもう

一つ、土日はどうするんですか。観光の出先として置いて、例えば「おいこっと」やなん
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かも来るし、ジオも来る、人が来ると、交流人口と言っていますけれども。当然、公社が

入らないし、公社も土日は休みだけれども。こういう勤務体系とか、そういうところはど

ういうふうに。土日は、やっぱり基本は休むんですよと、それでこれを運営していくんで

すよというふうに考えているんですか。 

 

＜商工観光課長＞ 

今現在、秋山支所は、11月まで、土日はなく、現地の案内人も頼んだり、職員が、今、

上がったりで、365日じゃないですけれども、10月いっぱい、11月の中旬までは、土日を含

めて、すき間なくやっております。今現在、下のほうの観光については、公社で窓口にな

っていただいていますけど、365日やっているわけじゃなくて、土日は休みなので、当然、

人がいないわけですけれども。ここができたあかつきは、当然、365日、案内がないと、い

わゆる休日に人が動くときに、案内所に誰もいない、あるいは対応ができないというので

は、本末転倒になるかと思いますので、総務課長も先ほどちょっとご発言がありましたけ

れども、当然、365日の案内体制というのは必要だというふうに私は考えております。 

 

＜相澤委員長＞ 

基本的には土日も、365日対応というようなことになるということですね。 

 

＜商工観光課長＞ 

はい。 

 

＜鈴木委員＞ 

今日、担当者がいないんだけど、そのママカフェの運営というのが何もない。ただ部屋

だけ開放して、母ちゃんたちに勝手に使っていいよと。そういう方針だけですかと。せっ

かくつくるんだから、子育てのそのセンター的な役割。だから、聞くと、学童クラブにも、

保育園にも、そういう声をかけてないんですよ、こういうのをつくるっていう。それで、

本当にごく限られた人だけのあれで、ぱぱってこうくっつけたというね、私から言わせれ

ばね。 

みんな、子育てをしている人たちの意見が詰まってないで、こういう計画が出てきてい

るんですよっていう話をしているんですよね。だから、つくったのはいいけど、では来年、

再来年、これが使う人がいるのかと、今の現状ではいないですよ、はっきり言って。だか

らそういうものをつくろうとしているんですよ。そこの、ではそれを持続させるために、

子育ての支援センターとして、何かそういう、誰かが、常駐じゃなくても何曜と何曜は相

談に乗りますよと、窓口はありますよと、悩みを聞きますよと。そういう場として継続で

きるようなことが必要じゃないですかっていう話をしているんです。 

 

＜総務課長＞ 

今日、担当課長、来ていませんけれども。過去のことを言えばちょっと笑われるかもし

れませんけれども、今、おっしゃったように、ストレスを発散する、仲間内でいろいろた

わいのないことでもおしゃべりをしてストレスを発散できる場がほしいということで、過
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去には、スキー場ですとか、いろいろな場所を転々としながらそういったことを行ってお

った経過があります。それは、いわゆる引っ張る人がいまして、中心的な人がいますと、

なかなかそういった活動が盛んになるんですけれども。そういった人が子育てを卒業して

しまうと、次の声かけをする人がいなくなってしまうと、こういった仲間づくりといいま

すか、集まるということがなくなってしまうということで、波が大きく動いていくという

のが今まで経験したパターンです。 

今までは、去年までは、駐在さんの奥さんがその声かけ役をしていただいて、保健セン

ターでやっておったようでございますけれども。そういったその声かけの人がいて、そう

いった集まりをしたいという声もありますけれども、それは、先ほど言ったようにもうそ

の大きな波があって、声かけの人がいなくなっちゃうと利用しないということが出てきま

すので、担当課では、せっかくできる施設でございますので、子育ての、例えば講演会で

すとか、それから相談会ですとか、そういったものへも使えるような工夫を凝らしていき

たいというようなお話は、課長会議でも話をしておりましたので、ここで出た意見をまた

お伝えをする中で、検討材料として検討してまいりたいというふうに思っております。 

 

＜相澤委員長＞ 

子育てセンターとしては、これからいろいろ状況に合わせて運営していくと。ですから、

利用促進をこれから計画を立てていくということで、拠点を設けるんだということでござ

いますけれども。深くはどうなんですか、鈴木さん。 

 

＜鈴木委員＞ 

いいです。 

 

＜相澤委員長＞ 

いいですか、はい。１階のレイアウトでいうと、その部分については、ほかにご意見は

ありますか。なければ観光部門というか、展示スペースも含めてどうでしょう。鈴木さん

のほうから、観光は地域振興を図りながらやっていくんだという、これがベストだという

ようなお話でございますけれども。それぞれ、公社は村の施設の管理運営ということもあ

ったり、生涯現役事業でいろいろな取組を行い、これで３年目になるんですが、そんなこ

ともあったり。観光協会も、実は２つあったのが１つになって、私が言うのも何ですが、

なかなかうまく回り切れないといいますか、動きがちょっと悪いのが、今、現実でありま

す。ただ、商工観光課長のお話のように、スキー場から下りてくるというのは、願っても

ないことだと。それで、駅前に窓口ができるということは、スキー場にあるよりかなり効

果的に動くことが期待できるということでございますので、できれば公社と観光協会、そ

れから観光行政の中で、煮詰めていくという何らかの機会を設けないといけないんじゃな

いかなと思うんですが。どうでしょう、その辺、ご意見あればまたいただきたいと思うん

ですけど、いかがでしょうか。 

 

＜鈴木委員＞ 

その点で、観光行政に総務課長が触れたんですが、そうするとこのスペースはもう完璧
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に村が使うと、村の商工観光課で使うと。公社は、現状のままあそこにいると。そうする

と、前回のときも、観光、今、委員長さんが言いましたけど、観光の一元化という話が出

されたんだけど、この話し合いとか、店舗とか、例えば公社がなぜ、例えばここに一緒に

入ろうって、例えば声をかけた、そうしたら嫌だと言ったか、例えばの話ですよ。それは

聞いてないからわからない。そういう問いかけをしてあれしたのか、それぞれ独自にやり

たいというんで、独立をしたいという気持ちが強いんだと、逆に言うと、その一元化をし

ていくというのは少し時間がかかるのかな、困難なのかなという思いがするんで、その辺、

どうなのかなというのをちょっと聞かせてもらえればと思います。 

 

＜相澤委員長＞ 

その一元化で、何か具体的に、こういうことの考えがあれば、またお願いしたいと思う

んですけど。 

 

＜島田村長＞ 

一緒になるのが一番いいかもしれないけどね。 

 

＜鈴木委員＞ 

だから、そうすると、私が何回も言うんだけど、観光戦略の、村がこう統一した観光戦

略をつくるというのが、すごくこう要求されるわけですよ。そのもとに、観光協会や公社

や、もっと言うと民宿やいろいろあるわけだけど、そのいろいろな事業をやっているけれ

ども、そういう関連で、例えば展示スペースをつくるとか、そういうことを含めて、総合

的に今年度は10万人入れ込むんだぞと。そのためにみんながそれぞれどう頑張ろうかって

いう、やっぱり統一的な方針を村の商工観光課が、日本全体の観光行政をよく学んで、ど

う提案していって、そこでみんなが議論して頑張ろうねっていうふうな雰囲気をつくる、

私は必要があると思っているんです。そうやってその訓練をして、あっ、ではみんなでも

っと力を合わせてやったほうがもっといいんだ、それで一本化したほうがもっと力が出る

んじゃないかって、例えばね。そういうことの道筋をつけていく上でも、私は村のその観

光行政の、商工観光課でそういう戦略をつくるというのは、すごく大事だというふうに思

っています。 

 

＜島田村長＞ 

さっき相澤委員長さんが言ったように、相澤観光協会長なんだけど、何ていうか、観光

協会の職員というのは、正式な職員はいないからね、うちの場合はね。その辺、兼務で商

工観光課の職員がやっているんで。そこら辺、はっきり観光協会の職員ですよというふう

に、分けるというか、はっきりすれば、またそこできっといろいろとやれるんだろうけど

ね。だけど、今のところはこの状態でやっていかざるを得ないというのが実情だから。だ

って観光パンフとかそういうのはみんな村で音頭とってやっているわけだからね。 

 

＜相澤委員長＞ 

今のお話のとおりで、現実はそうなんですけれども。協会自身も自立をしていくという
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ことが欠けてはいます。その分を補うために観光行政がいろいろこうカバーをしてくれて

いますが。それがこう、境もないということで、どうもその辺が、ちょっと整理をしなけ

ればいけないと。整理をするためには、団体職員として、観光協会は、何らかの予算立て

も当然しなくてはいけませんけれども。協会職員として３名を抱えるという、財源は別に

しても、抱えていって、観光協会が窓口については主力で動いていくということが望まし

いのではないかなと思います。 

それで観光全体については、地域振興を踏まえて、栄村の観光行政の戦略をこれから立

てていくということは、当然、必要なので、その部分ではまた、いろいろ公社も協会も、

それから観光行政も、これは一体になって向っていくということが、当然、必要になって

くるので。ときに、やはり、今のスキー場では、それが現実的にはかなわないので、この

森に一つのこういう拠点ができれば、大変動きやすくなるのではないかなと。ハードに頼

るわけではありませんが、こういう体制を整えていくということも、一つは、いわゆるハ

ードプラス体制を整えるということで意味があるのかなと思うんで、その辺、皆さんのほ

うからまた、ちょっと考え方もいろいろ違うと思いますので、ちょっとご意見をいただき

たいと思うんですが、いかがでしょう。 

 

＜桑原委員＞ 

やっぱりその365日というか、土日も今まで公社は出していませんで、土日も営業すると

いうことですので良いことです。それから、委員長さんのおっしゃられたように、スキー

場からこっちへ下りる。それによって、非常によい施設にというか、地理的にもよくなる

ので、これからいかにして観光行政をするかというのは、これから、３月末まであります

ので、また、役場で戦略会議とか、商工観光課、観光協会、振興公社、月に１回ぐらい集

まってその協議をして、新年度からどういうふうに進めていくかというのも計画をしてい

ただいて、進んでいっていただきたいと思います。 

 

＜相澤委員長＞ 

３つのこの組み合わせをしながら、そこで、自分たちでやっぱり道を見出してもらいた

いということでございますが、当然、やはり計画、捻出をするための意見交換の場をやっ

ぱり設けなきゃいけないということでございますので、それはそういう形を委員会では望

むという添付をさせていただいてよろしいですかね。 

 

＜鈴木委員＞ 

今、スキー場にいる臨時職員、いますよね。その２名を観光協会に専任できないんです

か。現状のその、こんなにたくさんいてね、私はもうその２名。観光協会は、財政的に、

率直に言って抱えられないと思うんです、観光協会単独ではね。だから村が臨時職員とし

てその雇っている人は、もう観光協会の観光事業に専念しなさいと、それを明確にすると。

それでもう、そのスキー場やいろいろなそういう雑務はさせないと。とやれば、私は、わ

ざわざ３人、新たにね、雇うとか何かじゃなくて、この２人で私は十分やっていけるとい

うふうに思いますけど。だからいろいろな、ああいうところへ行くと、臨時職員、いろい

ろな仕事をさせられるんだけど、そうじゃなくて、もう観光協会の仕事として、２人で相
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談しながらやっていくという、私は位置づけしたほうが、はるかにはっきりするんじゃな

いかなというふうに思いますけれども。 

 

＜相澤委員長＞ 

いや、ごもっとものお話でございまして。その辺、観光課長、どうですか。 

 

＜商工観光課長＞ 

今言ったように、冬場、スキー場は、当然、やっているのは、年末年始・土日じゃなく

て、今年は102日間になりますかね、やるんですけれども。実はカウンターも職員が専任で

いるわけじゃなくて、スキー場にですよ、入れかわり立ちかわりでやっておるんですけれ

ども。私が考えていた、当然、お２人に専属でやっていただくのは理想なことだと思うん

ですけれども。人間ですから、病気があったりとか、休みがあったりとか、そういうさま

ざまなことが、当然、出てくるわけなんですけれども。そういったときの対応の仕方とす

れば、本当に電話で案内しているとか、そういう案内でしたら、当然、できるかと思いま

すけど。実際にお客様を、駅前で想定されるような対応をするという形になると、単なる

宿の紹介とか、そういったことではなくて、当然、旅行の商品としてこれから売っていく

中のご案内とか、そういったもうさまざまなことが、当然、現地に赴いたりとか、当然、

現地を知らないとできないこともあったりするわけで。そういったことを考えると、確か

に、私は、理想は確かに観光協会自体は、任意の、法人格を持っても持たなくても、全く

利益を追従できる協会としてやっていき、手数料もとって、行政と離して運営していくと

いう、さまざまな商品を当然売ったりしてもうけてもらっていい協会でありますので、そ

ういうことはできるかと思うんですけれども。 

なかなか今の体制で、スキー場を抱えているということがありますので、スキー場も、

今年度、今シーズン、臨時職員の１人分についてはもちろん上げてあるんですけれども、

下のほうへ人が365日とられるということになると、ちょっとその辺の体制のあり方とい

うのは、今の人数で足りるのかどうかというか、その辺のところを、スキー場と下の行き

来にはなりますけれども、当然、何とかやっていきたいと思っていますけれども。その辺

の体制づくりというのは、まだ具体的に、先ほどの公社の件も絡まっていますので、まだ

はっきりとは決まってない段階ではあるところで、ちょっと悩ましいところはあります。 

 

＜鈴木委員＞ 

私は、今の２名の人を専任させて、例えば、今、課長が言ったように、冬場、大変だっ

たら、スキー場のパートを雇うと。やっぱり観光の仕事って、持続性、継続性が必要なん

ですよ。だから、下にいてもらって、修行すると、年季を積むということで、やっぱり２

人はそういうふうな保障をしていかないと、それ、冬場はまたスキー場が忙しいから上っ

てやれよといってこう途切れるんじゃなくて、逆に考えれば、その２人分を、パートだと

か、何かで、スキー場が冬場の雇用をすると。私はそういうふうにしたほうが、この２人

のためにも、将来、こう観光に精通していくという上では、そのほうが大切かなというふ

うに思いますけど。 
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＜相澤委員長＞ 

これに関連してスキー場の話がよく出るんですけれども、スキー場はスキー場として企

業という扱いの中でどう運営していくかということと、観光で捉えるスキー場はどうする

のか、これはやっぱり、一つはその壁があると思うんですよね。だからその辺はやはり分

けて考えていく。トータルで考える場合については、地域振興を含めて、スキー場を含め

た観光をどういうふうにするかというようなことになっていくと思うので。基本的には、

観光はどうしても人と人のつながりというのは、これ、重要視されてきますので、そうい

う部分では、やっぱり、今、鈴木委員が言ったような、持続性といいますか、そういうも

のは欠かせないと。これは、多分、皆さん共通の思いだと思うんですけれども。その辺を、

団体職員の扱いでどういうふうにしていくか。 

それで、観光というのは、基本的には、やっぱり、受けるほうが非常に多いというのが

あるんですね。それからもう一つは、やはり攻めていくという、お客様に広く呼びかけを

しながら、栄村を知っていただくというような、外へ出る攻撃的なものも、当然、必要で

すので、そういう部分では観光行政が主体となって、観光戦略をどういうふうにつくるか

ら、では観光協会としてはこういうものができるか、できないか。それで外へ行くときは

一緒に行くけれども、受け入れ体制をどうしていくのかということも、具体的には、当然、

そういう役割分担も必要だと思いますので。その辺が、まだ明確にならないというのが今

の状態です。 

ですから、生涯現役事業が、地域振興課をつくったという段階では、それがある意味で

長く続けばいいんですが、３年という状況の中で、非常に苦しい運営をしたということが

見えてきていますので、その辺がどうなるのかということも含めてやはり考えてみると、

ときに団体職員として、観光課はどういう位置づけで入るか、それも入るという位置づけ

で、１階部分を管理運営をしていくスタートをさせると。そういうことになっていくかと

思うんですが。委員の皆さんはどうでしょうかね、その辺、やはり、今、組合長のように、

３つでしっかり協議しろというのが一つですね。それからママカフェについては、子育て

のセンターは、違う意味で、そういう部分の検討をする、促進をする部分は、立ち上げて

研究していけということになろうかと思うんですが。 

それで、駅の部分の公社については、同じ施設が並んじゃうわけですけど。今も観光の

窓口としての機能も果たしておりますが。あの駅の、例えばこの施設ができたら、あの施

設は、ではどういうふうにするのかということも、多分、関係してくると思うんですが。

はい、安藤委員さん。 

 

＜安藤委員＞ 

今の、委員長がまとめてくれたようなものでいいんじゃないかなと思うんですけれども。

一番、私たちも初めから問題にしているのは、ワンストップ事業とか、プラットフォーム

事業、これを入れるってさんざん話をしたわけですね。そういうのがここでは出されない

んですけど。この建物自体は、冒頭、説明があったように、この大きさであれば、ここに

入れることはできないとこういう形になって。であれば、それを補うものは何かといった

ら、やっぱり商工観光課が主になって、それでよく公社もまとめてもらうと。今までも何

かこう、一つあって、なかなか一体化されないというか、そういうのを感じられることが
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あるんです。それから、せっかくこの隣同士に来たということにして、その中でよく、ス

キー場とは違った形があるわけですから、もっともっと太いパイプをつくっていただき、

一体になってこの両方がうまくいくようになったらいいかなと思うんですけど。それより

しょうがない。本当は１つの中に入って、もう観光客のためにだと思えば、一体になって

それが動けばいいだろうけれども。それで一緒にそうしたほうが有効利用できるのかなと

いうところがあるんですけど。この際、そこはしょうがないからというふうに思うんで。 

 

＜鈴木委員＞ 

あまりあれですか、課長、商工観光課と公社の事務局長と話し合う機会とか、チャンス

とか、そういうのは、同じ役場の職員で。 

 

＜商工観光課長＞ 

実はプラットフォームの話は、１月にも、村長さんも出ていただいたんですけど、協会、

公社、あるいは私どもで、駅前にこういう施設ができるんで、一元化の話ですね、等の話、

進めてきているんですけれども。まず一元化の話で、一番はやっぱり公社の居場所という

んですかね、それがネックになっています。駅の管理も含めてどういうふうにするかとい

うのは結論が出てないところがありますので、今、この補助事業として進めていく中では、

当然、公社のことは考えていませんけれども、入るということは考えていませんけれども。

今度、隣同士で近くなるということはありますけれども、プラットフォームで一元化で観

光窓口を一本で売っていこうという、その姿勢については、特に変わることはないと思い

ますけど。というのは、進めていけるということでですね。場所は、今言った、見えると

ころにいればもちろん最高ですけれども。今までと違って、山の上にいるのと、駅前に離

れているのと大分様子が違って、わずかな距離でつながるわけですから、その辺のところ

はこれからも。 

今、どういうやり方で行きましょうかということで、次回の、ちょっと、私、入院して

申しわけなかったんですけれども、今現在の、先ほど役割分担も出ましたけれども、どう

いった、現状のところからプラットフォームに向けての、それぞれの役割分担をどうして

いきましょうかという具体的な問題点を出し合って次回の会議につなげましょうという形

で、今、設立準備委員会の前段の会議が、この間、１月の確か、年明けてじきだったと思

いますけれども、設立準備に向けて進めていきましょうというお話し合いは始まったとこ

ろです。まだ正式に準備委員会として立ち上がっているわけじゃありませんけれども、そ

の準備に向けての会議が始まったという段階です。 

 

＜相澤委員長＞ 

鈴木さん、どうですか、 

 

＜鈴木委員＞ 

観光行政の一元化という話と、それから振興公社が、今、法人格を持って、それをこう

存続をさせていく、独立させていくというようなのか、もう一緒くたにしちゃうのか。そ

の将来の、一元化するのはどういう意味なのかというのが、もう一つ飲み込めないんです。
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だから、それぞれの特徴を持たせて、観光というのは、私は商工観光課が戦略をつくって、

それぞれの団体がそれぞれ個性を持った誘客をするというのが、私はそうだと思っている

んですよ。それをこう一元化しちゃうと、公社の性格なり、単純に言っちゃえば、今、一

般財団になったから企業になるわけだけど、それも巻き込んで、ではその公社の性格がど

ういうふうになっちゃうか、ますます村の、主になっていくかという問題も出てくるんだ

と思うんですよ。だから、無理とではなくて、私はだから、今、観光に必要なてっぺんが

ないと思っているんです。だから何度も同じ話になるけど。そのてっぺんが、本当に今年

の観光戦略、来年の、５カ年の、例えば観光戦略をつくって、そしてそれぞれが大いに知

恵を出し合って、その個性を売って、お互いが励まし合うという形をとっていかないと、

単純にこう、みんな、観光協会もまとめました、一つにしました、そうすると、どういう

子どもができるかってちょっと見えないんです。単純に一元化と言っているんだけど。だ

から、一元化というのは、村が責任を持って一元化の方針をつくるというのならわかるん

です。それをみんなくっつけちゃうという、その一体化しちゃうというのは、どんな子ど

もが生まれるかって、私はわからないっていう話なんです。そういう一元化なのか、３人

の子どもをみんな寄せ集めて、もう一回粘土でつくり直す、生み直すという一元化なのか、

もう村がそういう戦略の一元化なのかというのが、ちょっと見えない。 

 

＜相澤委員長＞ 

この話は、復興に関する、この委員会でも取り上げた生涯現役事業でもあるんですが。

基本的には生涯現役事業というのは、村の事業なんですが、村の事業を公社にお任せした

と。公社は、それを受けてやるんですが、公社は県のほうの指導から、最終的には、その

生涯現役事業は、プラットフォームが最終的な狙いなんだよという話は聞いていました。

ですから、県の動きが強かったというか、村の中で、では生涯現役やプラットフォームを

考えているかといったら、今、課長が言ったように、準備委員会をやっと立ち上げたとい

うような、そんな形ですので。その辺が明確になっていなかった、動きがなかったという

のはそうなんですね。 

ですから、公社が、これはスペースがないから入れないということじゃなくて、本来、

生涯現役でプラットフォーム事業が非常に進んで栄村の利益を得るような、その構想がで

きれば、公社も入れて本当は窓口はつくれたんですよ。私はそう思うんですけど。ですか

ら、今になって公社の扱いは、とりあえず公社は別格で、観光の窓口を一本化する意味で

はスタートさせるという、こういうことになってきましたので。その辺がこう、何ていう

んですかね、かかわっているような、かかわってないようなところがあったと。ですから、

本来、公社は公社として、どういう姿で、この赤字を抱えた中の経営をしていくのかって

いう、その辺だって見えてこないので、それも当然、観光の戦略としては、当然、必要な

んですが。 

過去のこういろいろ見ていると、やはり栄村としては、公社に村の施設を管理運営して

もらって、それが一つの観光のスタイルだよと。それとあわせて山岳観光では、村は苗場

山中に体験交流センターをつくりましたけれども、それが一つの大きなところであり、あ

そこにテニスコートをつくりましたが、あれが当たったかどうかという、営林署の関係も

あったのでああいう形でつくりましたけれども、施策としては単発、単発になっていると。
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ですから、今回、これを踏まえて、公社も自立しなくちゃいけないし、観光協会ももちろ

んそうですし、観光行政とのやっぱり連絡というような、これからの戦略立てを、必要と、

喫緊の必要としているということだと思うんですけど。その辺、どうですか。 

 

＜総務課長＞ 

個人的に。 

 

＜相澤委員長＞ 

個人的な意見で結構ですよ。 

 

＜総務課長＞ 

そのプラットフォームというのは、プラットフォームでいいんですけれども。その生涯

現役で、栄村の観光のパイをでかくすれば何でもありきだったんですよ。その３億円事業

を使ってパイをでかくできなかったんです。できなかったから、ここでプラットフォーム

なんて言ったって、ではその金はどこから出すのっていう、こういう話になっちゃうんで。

プラットフォームというのは、その３億円事業が成功したあかつきの話なんですね、と私

は思うんです。だけども成功しなかった。しなかったら、ではプラットフォームはできな

いんじゃないですかと常日ごろ言うんですけれども、どうも通じないんですね。 

 

＜鈴木委員＞ 

いいですか、さっき、私、言ったように、３人を１つにするという一元化の方向で検討

するんであれば、私は公社の事務局機能というのは要らなくなるんですよ。屋上屋を重ね

て、逆に言えば事務局があることによって赤字になっているんですよ、はっきり言って。

現場はそこそこ稼いでいるわけです。何であんな大きな図体の事務が必要なのかっていう

ことなんですよ。一元化して、一つの方向として、もう事務局体制、一元化したら要らな

いですよ。だから公社は現場だけ頑張ってもらうと、現場を厚くして。そういう方向なら

あり得るんですよ。それを、公社もまた窓口になって人を呼びましょうとか、要らない。

もう一元化するんだからあるんで、そういう精査をしていかないと、今の事務局機能を持

たせながら一元化っていうのは、私はもうできないと思いますよ。だから、もうそういう

機能はなくして、それでもう財団じゃなくなったんだから、営利じゃないんだから、もう

もうけに徹すると。だから現場をよくすると、厚くすると。来てお客が喜ぶ現場にすると。

つまりは事務局なんて要らないんですよ。本当に中途半端な事務局体制になっているんで

すよ、実態としてはね。私が見る限りでは。 

だから、あそこで共同購入をしてね、味噌だとか醤油だとか油だとか、共通するのを安

く買うことをやっているかというと、そういうこともしてないし、何もしてないし。ただ、

会計の何か、だから会計だってもう独立採算にすればいいんですよ、各施設がね。それで

やっていけると、私は十分思う。そのほうが、本当に経営に精通していく、現場がね。そ

れをなまじ事務局があるものだから、お金の出し入れが直接じゃないから、現場もなかな

かこうわからない。だから一元化するんだったら、ある意味でそのくらいの決断をしてい

くことがないと、だって２つ頭があったって、商工観光課と公社でね、それ、一元化じゃ
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ないと思う、２つ頭があるのは。そういう、いろいろ研究してください。 

 

＜相澤委員長＞ 

研究課題も出ましたけど、ほか、いかがですか。渡辺さん、何かありますか。 

 

＜渡辺委員＞ 

これ、ちょっと聞きたいんだけど、図面にこの子育て支援って書いてあるんだけど、こ

の名前をこれではどういう意味でこれつけたのか。無理にこの子育て支援というような感

じも受けたんだけど。それで、この子育て支援だと、これに限られちゃったような感じが

あるんで、例えばその何とかセンターとか、そういうふうにすれば、みんなでこうもう少

し使えるかなと思うんで、その辺が１点と。 

やっぱり、さっきからも出ているんだけれども、まず、この観光課でやっぱりプランを

立てて、それで進んでやっぱりどういう会議をするか、どういうふうに体制をするかとい

うようなことが、やっぱり一番必要じゃないかと思うんだけど。私も２回ほどだからよく

わからないんだけれども。何かそんなような気がするんで。まず、この３者でこれ話をし

て、どういう体制をつくるかっていうことが大事だと思うんだけど。それに従って、どう

いうふうに体制をとって計画を進めていくかということが必要かなと思っているんですが、

そんなところです。 

 

＜相澤委員長＞ 

ママカフェでしょうか、その多目的性を持たせたほうがいいんじゃないかという話です

けど。これは臨機応変にこうできるんですかね。 

 

＜産業建設課長＞ 

施設の名称等については、決定されたものでもないわけでして、復興計画の中で子育て

支援という位置づけもある中で、今、ここにはママカフェという表現が多くありますけれ

ども、こういったものに限定したものではなく、先ほど鈴木委員さんからもお話がありま

したが、子育て支援のため、相談会であったり、講演会であったり、そういったものも計

画的に実施をするという意味では、子育て支援センター的な組織化の名前ではない施設の

名称でありますので、そういったスペースというような表現になろうかと。 

今、この全体を、森宮野原駅前複合施設ということで話をさせていただいておるんです

が。補助事業の絡みの中で、こういった名称そのものが妥当かどうかということで、今、

県のほうに確認をさせていただいております。というのは、複合施設って言ったときに、

ともすると庁舎なのっていうふうにとられても、補助事業の性格の中では、後々、問題に

なるということもあるかもしれないと。そして、各スペース共通なんですが、今現在、皆

さん方にわかりやすいように、事務所という表現を使っておりますけれども。実際には、

公共施設という中で、事務所というのはなかなか公には認められないといった中で、表現

等については、再度、補助事業等々の絡みの中では、確認、検討、場合によっては変更を

させていただくということになるかと思います。 
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＜相澤委員長＞ 

これ、ページ数、２ページになっている１階の展示スペースのところですが、これは外

から見た場合、いわゆる駅から歩いてくる方向から見ると、事務所というのは、この資料

展示室で見えなくなっちゃうんですね、これ、壁で。だから事務所の中は人がいるという

のは、薄々見えるのかしら。展示物があって障害になってだめだけど、基本的にはこう展

示物の間からでも、事務所で人がやっているのが見えるのかという。 

 

＜産業建設課長＞ 

２ページの平面図の震災展示スペースという部分でありますが、風除室から入って左奥

がそのスペースになるわけですけれども。太線で書いてあるところ、ここは一応壁、この

壁を使って展示等も計画したいと。細い線であるところが腰高で開放部分という形になり

ます。受付カウンターというのが事務所と書いた上にありますが、これが、いわゆる腰高

の受付棚ということで、来場者の方については、この展示スペースの太い線との間の部分

とこの受付カウンター、こちらから事務室側は見えるということになります。 

 

＜相澤委員長＞ 

プロが設計したんだからね。ただ、事務所とすればやっぱり外から、こう事務所らしき

ものが、人がいるというのが見えるというのが理想的かなと思うんですが。その辺、また

検討していただいて、なるべく中がのぞけるような形にしたほうがいいと思うんですけど、

どうですか、他にありますか。 

 

＜鈴木委員＞ 

腰高ってどのくらい、これでいくと後ろ側は壁だけど、前はこう腰高になるんだよね。

だから中はのぞけるというスタイル、これを見ると。だから、後ろ側は全面壁だけど、中

はのぞけるスタイルに基本的になる。 

 

＜総務課長＞ 

委員長さんが言うのは、全面壁になっているから外から見えないとこういうことですか。 

展示のスペースが限られちゃうんで、その壁だとかを使わざるを得ないと思うんですよ。

だからその辺で壁を窓にしちゃうと、その辺の展示が可能なのか、これから話し合いに入

りますけれども。この辺のあんばいで若干変わってくるかもしれません。 

 

＜相澤委員長＞ 

そうだね、展示物で密閉されて、中がこう、入らないと事務所がわからないというので

はね。 

さて、ほかにいかがでしょうか。ハードも含めて、ソフトは。ソフトの部分については、

先ほど皆さんからのご意見で、公社、観光協会、商工観光課、それぞれ寄っていただいて、

密にする会議を重ねていってもらうということが１点。 

それから、施設ができたあかつきには、やはり商工観光課が、夏下りて、冬上るという

のも、これも本当にこのままのスタイルが望ましいのか。やはりスキー場として、一つは
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企業として残していますので、企業の位置づけをやっぱりきちっとしていただく中でやっ

ていくのか。この辺も一つは課題になろうかと思いますので、そこも委員会の意見として

言うと。 

もう一つは、公社がやはり事務局を持っているということ自体も、これからの先を見る

と大変経営が苦しくなると。それぞれの施設の独立採算性といいますが、そんな形で運営

できれば、生きられる道も見つかるのかなというような意見も出ましたので、それも添付

させていただいてということでお願いしたいと。 

それから、育児センターでしょうか、子育てセンターでしょうか、その辺はまた対応を

考えていくというようなことでございますので、皆さんからのご意見ということで。 

２階部分については、もう森林組合さんにお任せで、ほとんどいいんですよね。特に、

ここで注文するのもおかしいけれども、何かありますか。いわゆるおおむね外側の位置図

というか、外形とか、外観みたいな写真とか、イメージ図みたいなのはできるんですか。 

 

＜産業建設課長＞ 

今、並行して作成しています。 

 

＜鈴木委員＞ 

雪の処理だって大変になると思う。これ、今、森林組合さんのほうから出て、全部木造

でという考えなんです、基本はね。 

 

＜総務課長＞ 

木造じゃないと、この補助事業が受けられない。 

 

＜鈴木委員＞ 

だから木造で、そうしたら名前もそういうやわらかい雰囲気の名前をみんなで考えても

らうとかね、そういうのを。 

 

＜相澤委員長＞ 

名前をつけてもらいたいという意見もそうですね。施設の。 

 

＜鈴木委員＞ 

そうそう、だから何かやわらかい名前を、何か検討すれば。 

 

＜相澤委員長＞ 

駅前複合施設というのはやめて。 

 

＜鈴木委員＞ 

そうそう。それは公式名称で、役所とかの関係はいいけど、村民にはもっとこうね、み

んなで考えて。木をいっぱい使うということだから。 
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＜相澤委員長＞ 

ではそれもあわせてお願いをすると。あとは皆さんのほうでありますか。特にいいです

か。 

 

＜島田村長＞ 

あとは、予算は通っているが、議会でこういうことでやりますと、説明しなければ。こ

こで通ったからお構いなしでやるというわけにいかないから。 

 

＜相澤委員長＞ 

だから、この復興推進委員会、やっていても、予算が通過しているんでまた困るんだよ

ね。何か追認といいますか、何かスタンプを押すような感じだと困るんだけれども。 

 

＜鈴木委員＞ 

あと、すみません、道の駅に震災の展示するって、総務課長、言ったでしょう。それで、

具体的にどうやってこっちへ案内するかというのは、まだこれから。 

 

＜総務課長＞ 

コンセプトは、向こうとこっちをあわせて人を動かす・・・ 

 

＜鈴木委員＞ 

それは大事なこと。 

 

＜総務課長＞ 

というコンセプトなので、これから展示のデザインとか、そういうのをつくっていきま

す。 

 

＜島田村長＞ 

道の駅で案内するわけだ、もうちょっと詳しく見たい人は駅へと。 

 

＜総務課長＞ 

そうそうそう、そんなように。そうじゃないと、こっちへ直接、森の中へ入ってきて、

できましたから入ってくださいよと言っても、なかなか来ないと思うんです。だから道の

駅は容赦なく人が来ますので、それで２階へ誘導するような方策を考えて、そこからこち

らへ引っ張るというコンセプトでデザイン化したいなと。 

 

＜相澤委員長＞ 

ということでございます。それでは森宮野原駅前複合施設建設についてということで、

皆さんからご意見をいただきましたが、ところどころまとめてありますので、そんな内容

で、委員会のほうとしては、皆さん、合意を得たということでよろしいですかね。いいで

すか、はい。また、議事録を整理していただいて、委員会としてはこういう意見をつけた
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ということでお願いしたいと思います。 

 

５ その他 

 

＜相澤委員長＞ 

それでは、５番のほうのその他については、どうでしょう、特にないですよね。では皆

さんのほうから、今後の復興推進委員会についても含めて、ちょっと皆さんのほうから何

かあれば。よろしいですか。 

 

＜総務課長＞ 

その、今日、議論した管理の部分は、まだ議論しなくていいですか。どうも釈然とはし

ないところがありますけど。 

 

＜鈴木委員＞ 

どこがトータルとして最終責任を負うのか。もう２階ははっきりしている。だから下の

管理。だから、みんな、例えば分散しちゃうのか、例えばママカフェを使いたいから、住

民福祉課に行って鍵頂戴って借りるのかね。みんなこうばらばらにこうなる危険性はない

かって。それこそもうどこかに行って、そこでここの鍵は借りられるというふうにするの

か、鍵一つの話にしてもね。 

 

＜総務課長＞ 

今、事務局の中で話をしているのは、川上村、例えばですね、川上村の図書館などは、

その登録制なんですね。登録した人にカードキーを渡して、それでもう出入りして、それ

で借りた本もそのカードで登録して、借りたということを登録するんですね。そういった

方式にできないかどうかという、今、議論はしています。そうじゃないと、一々鍵を借り

に来るときに、役場に来たけど、またわからないみたいな話になっちゃうとぐあいが悪い

ので、登録制にして、そういうふうにしたほうがいいんじゃないのかなという議論をして

います。そういったことも含めて、管理をどうするのかという、１階部分です。もうちょ

っと。 

 

＜鈴木委員＞ 

それ言えばもう、ママカフェしか、ある意味ではないじゃないですか。 

 

＜総務課長＞ 

あとは観光・・・ 

 

＜鈴木委員＞ 

あとは職員が出入りするんだから。 

 

＜島田村長＞ 



 - 24 - 

だから鍵を持っているから、ほかの人は入れないんだろう、ママカフェはさ。 

 

＜総務課長＞ 

そのマスターキーは・・・ 

 

＜島田村長＞ 

マスターキーは別として、普通の人は。 

 

＜桑原委員＞ 

これは、予約は要らないということです。 

 

＜相澤委員長＞ 

そうすればあれですね、これ、裏口から入って裏口から出ていったら、何しているのか

わからないというのも、管理者からすれば変だな。 

 

＜総務課長＞ 

使い勝手が悪いですよ。 

 

＜鈴木委員＞ 

そうすると、この何だ、使用要綱とか要領みたいな、そういう軽い決め事もつくらない

と、24時間使っていいとね。そういう使い方にするのね。カードであればましてやそうな

るよね。24時間使っていいと。 

 

＜総務課長＞ 

いわゆる使う側の立場に立ったことでいこうという考えです。 

 

＜相澤委員長＞ 

24時間、使える・・・ 

 

＜鈴木委員＞ 

だってそういうことになる、何の要綱もないんで、鍵を与えるんだから。 

 

＜島田村長＞ 

ママカフェだけだよ。 

 

＜鈴木委員＞ 

だから、そうそう、ママカフェをそういうふうにするという考えで、今、聞いたら。 

 

＜安藤委員＞ 

ママカフェで24時間も使うなんてそんなのありっこない話。 
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＜鈴木委員＞ 

いや、わからないけど。 

 

＜相澤委員長＞ 

いや、それは危険だよ。 

 

＜島田村長＞ 

別に宿直員がいるわけじゃないからな、夜はこれはもう閉めるということで。 

 

＜鈴木委員＞ 

規制がないという、この話で言えばね。 

 

＜産業建設課長＞ 

その辺も、これはまだ検討段階なので、例えばもうタイマーで時間設定しちゃって、そ

の間しか使えないということも可能かもしれない。そうすると24時間じゃなくて、一定の

時間に限る。 

 

＜相澤委員長＞ 

子育てに12時なんて使わないでしょう。 

 

＜鈴木委員＞ 

多いんだよ、最近、子どもを飲み屋に連れて行ったり何かするのがいっぱいいるんだか

ら。 

 

＜相澤委員長＞ 

その辺はある程度一定の条件をつけて、やっぱりそういう運営システムで運営をすると

いうようなことがやっぱり望ましいと思いますので、それは検討していただくと。これ、

出っ張ったものは要らないと。できれば、いつでもやっぱりこっちから、誰が入ったかわ

かるようなことは、わかったほうがいいよね。 

 

＜総務課長＞ 

それはカードキーで登録してありますので、誰が出入りしたか。それはもうはっきり。 

 

＜相澤委員長＞ 

でも例えば何かあって、どこの誰が入っていて、内鍵が締まっちゃったということにな

れば、そのカードをどうするんだい、それ、データで誰が入っているって、すぐそれ対応

できるのかな。中に入っていて何かあった、いや、出てこないとかさ。連絡つかないとか・・・ 

 

＜産業振興係長＞ 
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内部とかの連絡の鍵はありますので。 

 

＜相澤委員長＞ 

その辺、何ていうんだろうな・・・ 

 

＜鈴木委員＞ 

だから、登録制だから、行って使う人はわかると。あれは貸し借りだけはだめよと。だ

からそこのところだけはきちっとしておかないと、いつでも誰でも、借りた人が使えるっ

ていうことはできちゃう。 

 

＜相澤委員長＞ 

いいですか、ほかにご意見。３つの組織の重ねぐあい。 

それでは、木造で建てて、愛称もつけて、施設を運営していくに当たっては、やはり、

森林組合さんは森林組合さんとして、この観光の窓口もやっぱり流動的な、非常に出入り

が激しい中ですので、管理については、この３者といいますか、責任を持ってもらうとこ

ろにやるんですが、公社は入ってないので、基本的には観光課と観光協会と協議をする中

で、管理主体といいますか、そういうのは決めてもらうということでいいんじゃないです

かね。それは、村側のやっぱり意向もあると思いますので、その辺は協議ということでお

願いしたいと思います。 

 

＜産業建設課長＞ 

今、お話がありましたその管理の関係について、次回には、その立面図もあわせて提示

をする中で、管理体制等についての内部決定の報告等もさせていただければと思います。

時期的にまだ現段階で何月何日ということは言えませんけれども、なるべく早い中で、再

度、お願いします。 

 

＜鈴木委員＞ 

この震災のスペースも、商工観光課で担当するという認識でいいと、総務課がやるんじ

ゃなくて。 

 

＜総務課長＞ 

展示のデザインについては、総務課のほうで担当します。できるまではね。できたあか

つきには、観光と一体で・・・ 

 

＜相澤委員長＞ 

管理をしてもらうと。職員は、当然、勉強しなくてはだめですね。 

 

＜島田村長＞ 

だめだ、勉強しなければ。 
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＜相澤委員長＞ 

おおむね皆さんにご意見をいただきましたので、お願いしたいと思います。それでは、

その他はないということでございますので、皆さん、よろしければ以上で閉会としたいん

ですが、よろしいですか。 

（「はい」という声あり） 

 

６ 閉  会 

 

＜相澤委員長＞ 

それでは第８回の栄村復興推進委員会を以上で閉じさせていただきます。ご苦労さまで

ございました。 

 


